
評価シート　平成２３年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

■ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　 講座（教室）の修了後に、受講生に対しアンケートを実施している。そのアンケートを
基に事業の評価を行い、市民のニーズに応じて来年度の講座を計画している。

事 業 概 要 事業評価の実施、結果を活かした改善

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 ２－１　生涯学習施策の体系化　 No. 53

事 業 名 学習体系の定期的な見直し 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 ■ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　 阿波市文化協会と協力し、生涯学習講演会を実施した。関係機関との日程の調整
や事業の性質上、連携が難しい面もあるが、関係機関と協力し、プログラムの充実を
図る。

事 業 概 要 関係機関と協力したプログラムの実施

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 ２－１　生涯学習施策の体系化　 No. 54

事 業 名 全市的な推進組織の充実 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　 学習成果を発表する場として、ハワイアンダンス教室・ウクレレ講座共同発表会、洋
画教室受講者による洋画展覧会を開催した。料理教室のように、学習成果の発表が
難しい講座も多数あるが、成果を発表できる講座は、積極的に発表の機会を増やして
いく。

事 業 概 要 学習成果を発表する機会の企画

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

検討 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 ２－１　生涯学習施策の体系化　 No. 55

事 業 名 学習成果を発揮できる環境づくり 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２３年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

■ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ａ 優れた取り組みが多く、十分成果が上がっている

事業の方向性

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　 平成２３年度中に、市内４館のシステムを統合した。施設運営業務の連携と合理化
による市民サービスの向上に寄与している。

事 業 概 要 阿波図書館を主体にシステム統合により図書管理運営の充実を図る

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

検討 検討 検討 実施 実施

推 進 施 策 ２－２　生涯学習関連施設の整備充実・機能強化 No. 56

事 業 名 図書館情報システムの統合 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２３年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

■ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ａ 優れた取り組みが多く、十分成果が上がっている

事業の方向性

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　 平成１９年度から阿波市立図書館に指定管理者制度を導入し、施設運営業務の連
携と合理化による市民サービスの向上に取り組んでいる。
　 〈平成２３年度における事業実績〉
　　 ○入館者数　181,218人
     ○貸出点数　268,547点
     ○貸出者数　　50,508人

事 業 概 要 指定管理者の更新

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

運営 運営 更新 運営 運営

推 進 施 策 ２－２　生涯学習関連施設の整備充実・機能強化 No. 57

事 業 名 図書館指定管理者制度による効率的な運営 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■　概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■　できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■　できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

   生涯学習施設の中心となる市内の公民館では、それぞれに配置した職員を中心
に、自治会や団体と協力して、各地区に適応した公民館運営を行っている。また、公
民館活動を充実し、館の老朽化や市民の要望に対応した施設や設備の更新・充実を
計画的に進めている。

事 業 概 要 地区活動の充実、施設・設備の更新

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 ２－２　生涯学習関連施設の整備充実・機能強化 No. 58

事 業 名 公民館機能の強化 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■　横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■　 概ね寄与する　　□ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■　できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■　できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－３　指導者・ボランティアの育成・確保と活用 No. 59

事 業 名 養成講座の開催 担　当　課 社会教育課

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

   養成講座を通じて身に付けた知識や技能を活かし、生涯学習、スポーツ、文化、福
祉など様々な分野で、市民自ら指導者やボランティアとして活動をしてもらうことは、生
涯学習活動の目的のひとつである。まだ十分とはいえないが、指導者やボランティア
も徐々に育成しつつある。

事 業 概 要 地域で自主的な活動を担う指導者やボランティアを対象とした養成講座

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

検討 検討 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

　　実施 　　実施 　　実施 　　実施 　　実施



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■　　横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■　　概ね寄与する　　□ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■　 できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■　あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－３　指導者・ボランティアの育成・確保と活用 No. 60

事 業 名 生涯学習講師団の結成 担　当　課 社会教育課

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　 社会動向や市民の求める学習ニーズを的確に把握して、指導者ボランティアとして
活動してもらうため、生涯学習講師団の結成に向けて検討を進めていく。

事 業 概 要 講師団の結成、活動機会の確保

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

検討 検討 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

検討 検討 検討 　　実施 　　実施



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■　 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 ■　　あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている □ できている ■　 あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■　 あまり寄与していない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－３　指導者・ボランティアの育成・確保と活用 No. 61

事 業 名 ボランティア登録制度の実施 担　当　課 社会教育課

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

   生涯学習指導者のボランティア登録制度の構築に向けて検討している。社会の動
向や市民の求める学習ニーズを把握し、生涯学習情報の適切な提供と相談支援体制
の充実を図る。

事 業 概 要 登録制度の構築、ボランティアの募集

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

検討 検討 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

事業の方向性

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

検討 検討 検討 　　実施 　　実施



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■　 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 ■　あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている □ できている ■　 あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■　 あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－４　学習情報提供・相談体制の充実 No. 62

事 業 名 生涯学習情報の提供 担　当　課 社会教育課

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

   市民の生涯学習意欲を高めるためにも、生涯学習情報提供と相談体制の充実に向
けて、効果的な活用を行う。

事 業 概 要 徳島県生涯学習情報システムの利用、徳島県シルバー大学校の情報

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

事業の方向性

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

　実施 　実施 　実施 　実施 　実施



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－４　学習情報提供・相談体制の充実 No. 63

事 業 名 広報の活用 担　当　課 社会教育課

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　 広報「阿波」と市ケーブルテレビ「ＡＣＮ」により、講座開催の案内や参加者募集の周
知に努めた。また、市ホームページにおいても随時募集を行った。今後も、チラシ等の
印刷物の配布やホームページでの更新頻度を高め、広報活動を積極的に行ってい
く。

事 業 概 要 広報「阿波」･市のＡＣＮ･ＨＰを利用する積極的な広報活動

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－４　学習情報提供・相談体制の充実 No. 64

事 業 名 年間計画の作成 担　当　課 社会教育課

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　 年間計画を作成し、広報「阿波」と市ケーブルテレビ「ＡＣＮ」により、講座開催の案
内と参加者募集を行った。また、市ホームページにおいても随時募集している。

事 業 概 要 計画について広報「阿波」にて講座内容･参加者募集を実施

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ａ 優れた取り組みが多く、十分成果が上がっている

事業の方向性

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■　 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■　概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている □ できている ■　あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■　 あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－４　学習情報提供・相談体制の充実 No. 65

事 業 名 相談支援体制の確立 担　当　課 社会教育課

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　 広報阿波とケーブルテレビを通じて、講座開催の案内や参加者募集を行っている
が、市民への相談体制が十分に整備されているとはいえない。市民の生涯学習意欲
を高めるため、社会動向や市民の求める学習ニーズを的確に把握し、生涯学習情報
の適切な提供と相談体制の構築を行う。

事 業 概 要 各公共施設に相談窓口の設置

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

検討 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

　実　施 　実　施 　実　施 　実　施 　実　施



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－５　特色ある生涯学習プログラムの整備・提供 No. 66

事 業 名 地域資源、人材を活用した講座の開催 担　当　課 社会教育課

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　〈平成２３年度の取り組み〉
　　○生涯学習講演会（年１回、参加人数350名）
　　○親子で天体観望会（年２回、参加人数100名）

事 業 概 要 自然、歴史、人材を活かす講座づくり

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ａ 優れた取り組みが多く、十分成果が上がっている

事業の方向性

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■　 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■　 概ね寄与する　　□ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■　　できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■　 できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－５　特色ある生涯学習プログラムの整備・提供 No. 67

事 業 名 関連施策と連携した講座の開催 担　当　課 社会教育課

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

 　文化協会・体育協会などの社会教育団体間での共同事業の開催、各学習団体、
サークルの発表会を行うなど、協力連携体制を構築している。行政主導型の学習活
動が、市民や団体の主体性を低下させている一因とも考えられるので、行政の役割を
市民、団体、地区の主体性の発揮を支援する方向に転換していくことも必要である。

事 業 概 要 健康増進、生きがいづくり、地域福祉、産業振興、人権

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

　実　施 　実　施 　実　施 　実　施 　実　施



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■　 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■　 概ね寄与する　　□ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■　できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■　 できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－５　特色ある生涯学習プログラムの整備・提供 No. 68

事 業 名 公民館、図書館機能を活かした講座の開催 担　当　課 社会教育課

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　 市民の公民館や図書館への講座への参加傾向として、若年層になるほど各講座へ
の関心の低さがうかがえる。各世代のニーズを的確に捉えること、幅広い年齢層や対
象者を想定した講座を提供することが課題といえる。今後、各施設の機能を活かし講
座の満足度をさらに上げる工夫をしていきたいと考えている。

事 業 概 要 各拠点機能を活かす独自講座の開催

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

　実　施 　実　施 　実　施 　実　施 　実　施



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－５　特色ある生涯学習プログラムの整備・提供 No. 69

事 業 名 学習成果の発表機会の充実 担　当　課 社会教育課

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　 ハワイアンダンス教室・ウクレレ講座共同発表会、洋画教室受講者による洋画展覧
会を開催した。課題として、学習成果を発表できない講座も多数あることから（料理教
室等）、学習成果を発表することが難しい現実もある。成果を発表できる講座は、積極
的に発表機会を増やしていく。

事 業 概 要 学習発表会、展覧会、イベントの開催

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施



評価シート　平成２３年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－５　特色ある生涯学習プログラムの整備・提供 No. 70

事 業 名 市民参画の推進 担　当　課 社会教育課

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　 公民館事業や生涯学習事業として、趣味的な講座を多く開催し、約7,000人の市民
が参加した。しかし、各講座への参加者が固定化する傾向にあり、新規参加や若年層
の参加が少ない。市民アンケートの調査結果では、市や公民館の講座への参加未経
験が74.6％と高く、中でも男性と若い年代の参加経験が低い。市民のニーズを的確に
捉え、さらに魅力あるプログラムづくりに、市民の声を活かせるような仕組みを構築し
ていく。

事 業 概 要 講座テーマや講座の進行などに幅広く市民参画を図る仕組みを構築

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ａ 優れた取り組みが多く、十分成果が上がっている

事業の方向性

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■　　横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■　　概ね寄与する　　□ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■　 できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■　 できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－６　関係団体の育成 No. 71

事 業 名 各団体との連携 担　当　課 社会教育課

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　 社会教育団体間での共同事業の開催、各学習団体との協力や連携を進めている
が、学習講座に参加した市民が、習得した技能や広がった交友関係を基礎に、自主
的にグループ活動を展開しているケースは多くみられない。行政主導型の活動が、市
民や団体の主体性を低下させているとも考えられるため、各団体が主体性を発揮しや
すい環境づくりが今後の生涯学習の課題である。今後は、各団体の活動の活性化に
向けて、指導や助言、団体同士の交流を支援していく。

事 業 概 要 団体活動への支援

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

　実　　施 　実　　施 　実　　施 　実　　施 　実　　施



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■　横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■　 概ね寄与する　　□ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■　 できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■　できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－６　関係団体の育成 No. 72

事 業 名 主体的な活動への支援 担　当　課 社会教育課

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　 行政主導型の市民の活動が団体の主体性を低下させているため、団体の主体性
の発揮を支援する方向に転換をしていく。引き続き、指導や助言を行い、団体同士の
交流を支援していく。

事 業 概 要 運営事務を行政に任せている団体などに対し、自主運営に向けた指導助言を行う

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

　実　施 　実　施 　実　施 　実　施 　実　施


